
神戸ポートアイランド
神戸国際展示場

国際フロンティア産業メッセは、西日本最大級の産業
総合展示会です。多彩なプログラムと展示が楽しめ、
毎年多くの来場者でにぎわいます。
神戸市は、この展示会に「神戸市・欧州パビリオン」を
設け、最先端の欧州企業9社がパビリオンに出展！
環境問題への取り組みや、ものづくり・建設・運輸の
現場で、グローバルに活躍している欧州企業の展示を
間近でぜひご覧ください。

9/4木・5金  10:00～17:00

日時 場所９月5日(金)

「ドイツ・ニーダーザクセン州の紹介」
ドイツ・ニーダーザクセン州日本事務所 代表　関川　誠 氏
北海に面したドイツ・ニーダーザクセン州は、ブレーメン市、ハンブルク市、メクレンブルク・フォアポメルン州、
シュリースウィッヒ・ホルシュタイン州と広域連携し、北ドイツの地に巨大な水素経済圏を構築しようとしています。
現在この地では水素の生産、水素のインフラ、水素の産業利用、水素のモビリティでの活用にかかわる数多くの
プロジェクトが進行しており、事業機会や投資機会を求める日本企業の注目を集めています。講演ではこういった
エネルギー分野を中心に、ニーダーザクセン州の隠れた魅力をご紹介します。

11:30～12:00

日 時

場 所

https://www.kobemesse.com/要事前
登　録

入場
無料

１号館２階 特設会場 海外展開支援セミナー関連イベント

ドイツニーダーザクセン州日本事務所

ト

神戸市・欧州パビリオン
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共 催 機 関

後 援 機 関

会場案内図（2号館）

神戸市・欧州パビリオン

ドイツ連邦共和国総領事館 ウクライナIT協会 ブレーメン州

２号館1階

2号館1階

出展9社の
詳細は裏面参照

●1号館2階では兵庫県主催の
　「ひょうご神戸国際パビリオン」を開催中!▶▶▶

!!!prefix!!!_www.kobemesse.com%2F


最大38Kgの持ち上げ支援が特徴のExiaパ
ワースーツの実機デモを体験頂けます。コネク
テッド機能により利用状況をリモートで確認、物
流や製造業の現場で荷物や原材料の取り扱い
時に、負担の低減や生産性の向上に貢献します。

German Bionic

ドイツultraTECinnovation社のバリ取り
自動化ソリューションを提供いたします。
再現性のあるロボット高精度制御により、
金属から樹脂まで様々な材質のワークに対
し、清潔でバリの無いシャープなエッジを
作り出すことが可能です。

ultraTEC innovation

COLDPADは2011年設立、本社はフランス・パリ、
主にエンジニアと技術者で構成される従業員22
名の企業。主要顧客は国際企業で、エネルギーと
建設分野に大きな割合を占めています。欧州イノ
ベーション評議会は主要な投資家となっています。

COLD PAD（ヒロセホールディングス）

ペリー・ジャパン株式会社は、システム型枠・支
保工、コンクリートセンサーなどの最新デジタル
製品により、建設現場のあらゆる場面で安全や
品質の向上、省力化や工期短縮、コスト削減な
どの数々の課題を解決します。

ペリー・ジャパン株式会社
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EcoMaTはドイツ・ブレーメンの研究開発拠点
で、企業・大学・研究機関が連携し、航空宇宙・モ
ビリティ・水素分野向けの軽量設計、新素材、デ
ジタル製造技術を開発しています。

EcoMaT Center for Eco-efficient Materials&Technologies

eCAPは、企業のコンプライスポリシー管理を
自動化するためのプラットフォームです。
eCAPは、ウクライナのグローバルIT企業であ
るELEKSが開発し、金融・医療・保険などの高い
法令対応が厳格に求められる業界を中心に、多
くの企業で導入されています。

ELEKS Japan

20年以上の実績を持つ当社は、元素分析を迅
速・簡便・高信頼で行える先進LIBSソリューショ
ンを提供。材料の元素組成をリアルタイムで可
視化し、的確な意思決定、品質管理の高度化、
そしてタイミングと精度が求められる業務での
ワークフローの加速化を実現します。

AtomTrace

当社はチェコ共和国に本社を置き、1立方メート
ル以上のワークに対応した工作機械の製造お
よび総合的な加工ソリューションの分野で世界
をリードする企業です。工作機械の開発・製造・
販売に加え、多岐にわたるサービスを提供。高
い製造力と技術力を兼ね備えております。

TOS VARNSDORF

ニーダーザクセン州を含むドイツ北部5州は共
同でグリーン水素経済圏を構築しようとしてい
ます。水素の生産、その産業利用モビリティで
の活用、またインフラ整備にかかわる数多のプ
ロジェクトが進行しており、投資機会や事業機
会を求める日本企業の注目を集めています。

北ドイツ・グリーン水素イニシアティブ


